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1 目的

本発表では、(1)のような、ジンポー語 (シナ・チベット語族：北ビルマ)の語頭に現れる鼻音要
素と後続子音の間に、音節境界があるか (heterosyllabic)ないか (tautosyllabic)を検討する (2)。

(1) 語頭鼻音
[mbo]「糯米」、[ndai]「これ」、[Ngjin]「胡瓜」

(2) 音節境界 N.C vs. NC
[m.bo] vs. [mbo] ([mb

<
o]、[mbo])

シナ・チベット語族の類似現象では音節境界がある場合とない場合の両方が観察されている。

(3) シナ・チベット語族の NC連続
a. [m

"
ma5-3]「母」(上海語; Zee and Xu 2017: 188)

b. [m
˚phA]「高貴な」(舟曲チベット語 dGonpa方言;鈴木 2015: 144)

ジンポー語の主要な先行研究では音節境界があるとする立場が多い (戴・徐 1992 など)。ただ
し、どの文献も自身の立場を支持する根拠を示していない。本発表では、母語話者の直感、聞こ

え度配列、声調、接辞付加、部分重複、作曲におけるメロディー付与などを検討し、音節境界があ

るとする立場を支持する複数の証拠を提示する。これらの証拠は、鼻音要素がそれ自体で 1音節
を成し、したがって、鼻音と後続子音の間に音節境界があることを示す。

なお、本稿では語頭に現れる鼻音を N、後続子音を C と呼び、両者をまとめて NC 連続 (NC
sequences)と呼ぶことにする。

2 先行研究

音韻論における NC連続に関する中心的問題の 1つは、これらが 1つの単位から成るか (unary
NC)、2 つの単位から成るか (NC cluster) という問題である (Herbert 1986, Riehl 2008, Riehl and
Cohn 2011)。Herbert (1986)は、全ての NC連続は基底において NC clusterであるという分析を示
している。一方、基底と表層を考慮しない Riehl (2008)と Riehl and Cohn (2011)は、NC連続には
明確な unary NCの例 (inseparable unary NC)と明確な NC clusterの例 (heterosyllabic NC cluster)
があり、それらを両極端としてその中間により分析が難しい NC連続の例 (separable tautosyllabic
unary NC, tautosyllabic NC cluster)があることを示している。彼らは明確な unary NCを持つ言語
としてフィジー語、明確な NC clusterを持つ言語として英語を掲げている (Riehl 2008: 2–4, Riehl
and Cohn 2011: 561)。
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(4) フィジー語の NC連続 (e.g., /mbonu/ ‘eel’, /vundi/ ‘banana’)。
a. 有声閉鎖音は常に先行する鼻音要素を持ち (e.g., [mb], but not [b])、一方、無声閉鎖音は
常に先行する鼻音を持たない (voicing enhancement)

b. NC連続は通常 1つの分節音のみが起こる語頭に現れる
c. 全ての音節は開音節である

(5) 英語の NC連続 (e.g., am.ber, amend)
a. NC連続は聞こえ度配列一般化を違反しない環境のみ (e.g., *mp-, tempo, encamp)
b. NCは形態素境界に起こりうる (e.g., un+tenable, im+precise)
c. Nと Cは独立して起こり、順序は自由 (e.g., nd, dn)

NC 連続は東南アジア大陸部にも広く認められる。系統を超えて特徴的とされる現象は語頭の
前鼻音化 (word-initial prenasalization)である (Henderson 1965, Ratliff 2015)。Ratliff (2015)はこ
れら言語の NC連続が N.C、NC、NCなど様々な形で文献に記述されることを述べ、また NC連
続の通時的発展の 1つのモデルとして NV.C- > N.C- > NC-. > NC- > C-/N-を提示している。

1節で例示した通り、シナ・チベット語族にも語頭の NC連続が広く認められる。この語族に繰
り返し観察される NC連続は、前鼻音を含むタイプ (6a)と成節鼻音を含むタイプ (6b)である。

(6) シナ・チベット語族の NC連続 (再掲)
a. [m

˚phA]「高貴な」(舟曲チベット語 dGonpa方言;鈴木 2015: 144)
b. [m

"
ma5-3]「母」(上海語; Zee and Xu 2017: 188)

前者は Riehlと Cohnらの inseparable unitary NC、後者は heterosyllabic NC clusterの例と言え
る。Matisoff (2003: 40)は、シナ・チベット語族の言語のうち、前者の例として、Written Tibetan、
Baima、Zhaba、Luquan Lolo、Mpiを、後者の例として、Lotha Naga、Mzieme、Jinghpaw、Laloを
掲げている。そして、「前鼻音と成節鼻音の音声的な相違は、その音節性にある。すなわち、それ

自体で音節を成さないのであれば、それは後続子音の特徴と見なすことができる」と述べ (p.121、
訳は引用者による)、声調言語における音節性を確かめる便利なテストとして鼻音要素が後続母音
と異なる声調を担うか否かを掲げている (note 92, p.121)。
以下の (7)は、Matisoff (2003)が掲げる言語を含むシナ・チベット語族の言語を NC連続のタ
イプに従って分類したものである。管見の限り、Matisoff (2003)以外にこの観点からの分類を示
した文献はない。以下のリストは、Namkung (ed. 1996)、Nikolaev, Nikulin, and Kukhto (2015)、
Moran, McCloy, and Wright (eds. 2014)をもとに作成した。

(7) シナ・チベット語族の NC連続
a. unitary NC

Bodic (Baima, Batang, Bla-brang, Dege, Denjongka, Dongwang, Humla Bhotia, Kami,
Khalong, Kyirong, Labrang, Nangchenpa, Nyinpa Cone, Rgyalthang, Soghpo, Thebo,
Zhongu, gSerpa); Lolo-Burmese (Luquan, Mo-ang, Mpi, Nasu, Naxi, Noesu, Nosu, Yi
Dafang, Yi Xide); Qiangic (Ersu, Guiqiong, Lüzu, Muya, Shixing, Zhaba); rGyalrongic
(Caodeng, Ergong, Japhug, lCog-rtse)

b. NC cluster
Deng (Darang); Kiranti (Belhare); Kuki-Chin (Moyon); Lolo-Burmese (Ahi, Akha,
Gazhuo, Jino, Lalo); Naga (Lotha, Mzieme, Sumi); Sal (Jinghpaw); Sinitic (Cantonese,
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Hakka, Shanghainese, Yue, Wu)

ただし、Matisoff (2003)が「2つのタイプのどちらであるかを任意の言語の記述から判断するこ
とはしばしば困難である」と述べる通り (p.121、訳は引用者による)、自身の立場を正当化する根
拠を明示していない文献が散見される。このことはジンポー語の先行研究にも当てはまる。以下

の (8)にまとめる通り、主要な先行研究は NC連続の Nがそれ自体で音節を成す (すなわち、NC
連続は heterosyllabic)ことを自明のこととして記述するが、その扱いの根拠を明示的に述べた文
献はほとんど見られない (漢語文献の訳は引用者による)。

(8) ジンポー語の先行研究
a. Maran (1971: 167)：N is a syllabic nasal and assimilates to the following initial.
b. Burling (1971: 7)：Syllabic nasals are homorganic with the following consonants.
c. 劉 (1984: 7)：nはそれ自体で音節を成す。後続子音と調音点同化を起こす。
d. 戴・徐 (1992: 6)：[m], [n], [N]はそれ自体で音節を成す。
e. 戴 (2012: 16–17)：nはそれ自体で音節を成す。後続子音と調音点同化を起こす。

本稿では、ジンポー語の NC連続において Nが成節的であること、したがって、Nと Cの間に
音節境界があること (heterosyllabic)を示す複数の証拠を提示する。

3 証拠

3.1 母語話者の直感

母語話者は基本的に NC 連続を 2 つの単位から成るとカウントする。例えば、(1) に示した
[mbo]「糯米」という語は、[k@wá]「竹」や [gùmrà]「馬」などの完全な二音節語同様、母語話者
に 2つの単位から成るとカウントされる。筆者が 27人の母語話者 (20-30代)に確認したところ、
[mbo]「糯米」は 24の話者によって 2つの単位としてカウントされた。この事実は NC連続の N
と Cの間に音節境界があることを示唆する。ただし、Riehl (2008: 21)が述べる通り、音節構造に
対する話者の直感は話者間または一個人でも一貫性がない場合があり、その意味で直感は一次的

な証拠というより副次的な証拠という性格のものである。

3.2 聞こえ度配列一般化

音素配列原則 (9)は NC連続の議論においてしばしば用いられる。

(9) 聞こえ度配列一般化 (Sonority Sequencing Generalization; Selkirk 1984)
音節において、聞こえ度は頂点に向かって上昇し、周辺に向かって減少する。

NC連続を除くジンポー語の音節構造はこの原則に厳密に従う。

(10) 可能・不可能な音節構造
a. [pr-], *[rp-]
b. [pj-], *[jp-]
c. [-ai], *[-ia]
d. [-au], *[-ua]
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ジンポー語の NC連続における Cは基本的に自由であり、したがって、(9)の言語普遍的である
とされる一般化に違反するものが多く見られる。

(11) Nと Cの組み合わせ
a. nasal-semivowel (e.g., [nja]「火花」)
b. nasal-liquid (e.g., [nli]「種」)
c. nasal-nasal (e.g., [nni]「苦痛」)
d. nasal-fricative (e.g., [nsun]「小道」)
e. nasal-affricate (e.g., [ntCun]「頂上」)
f. nasal-stop (e.g., [Nkau]「いくつか」)

この事実は NC連続の Nと Cが別の音節に属し、Nと Cの間に音節境界があることを示唆す
る。ただし、聞こえ度配列一般化には例外が多いことも知られるため (Clements 1990: 288)、聞こ
え度は副次的な証拠という性格のものである (Riehl 2008)。

3.3 声調

Matisoff (2003, note 92, p.121)が述べる通り、声調言語における NC連続の Nの音節性を確か
めるテストとして Nが後続母音と異なる声調を担うか否かがある。ジンポー語は音節声調言語で
あるが、NC連続において鼻音要素は後続母音と声調の点で異なりうる。この事実は、NC連続の
Nがそれ自体で 1つの音節を成し、したがって、Nと Cの間に音節境界があることを示唆する。

(12) Nと後続母音の声調の組み合わせ (Kurabe 2017を改定)
a. L-L (e.g., [m̀bà]「偉大な」)
b. M-M (e.g., [mbo]「糯米」)
c. H-H (e.g., [ḿwái]「尊敬する」)
d. H-Hq (e.g., [ḿmút]「収穫期」)
e. L-M (e.g., [m̀bu]「刃」)
f. L-H (e.g., [m̀bá]「布」)
g. H-F (e.g., [ḿphû]「埃」)
h. L-Lq (e.g., [m̀pòt]「吐く」)
i. L-Hq (e.g., [m̀wót]「占者」)

3.4 単音節語幹を標的とする接辞

いくつかの派生接辞は付加される語幹の音形に制限を持つ。例えば、(13a)から (c)の通り、使
役接辞 C@- ∼ j@-は単音節語幹にのみ付加可能である。(13d)に示すように、この接辞は NC連続を
含む語幹に付加することができない。この事実は NC連続が 1音節以上から成ることを示唆する。

(13) 使役接辞
a. [pjo]「楽しい」→ [C@-pjo]「楽しませる」
b. [nán]「火が点く」→ [C@-nán]「火を点ける」
c. [g@bu]「嬉しい」→ *[C@-g@bu]
d. [ǹnan]「新しい」→ *[C@-ǹnan]
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3.5 重複

重複は基本的に部分重複として実現され、語幹の末尾音節が左から右へと複製される。(14)に
示す通り、重複は、習慣性、分配性、不定性、複数性などを表す。また、副詞と譲歩の副詞節形成

にも用いられる。(14d)に示す通り、NC連続の Nは、非末尾の音節として、部分重複において複
製されない。この事実は NC連続の Nが成節的であり、したがって、Nと Cの間に音節境界があ
ることを示唆する。

(14) 使役接辞
a. [g@rum]「手伝う」→ [g@rum-rum]「いつも手伝う」
b. [m@sum]「3」→ [m@sum-sum]「3つずつ」
c. [g@dai]「誰」→ [g@dai-dai]「誰 (pl.)」
d. [Nkau]「いくらか」→ [Nkau-kau]「いくらか」

3.6 作曲

作曲において基本単位となるのは音節である。歌詞は音節に分けられ、それをもとにメロディー

やリズムが作られる。図 1の楽譜に見られる通り、ジンポー語では基本的に 1音節に 1音符が与
えられる形で歌が作られる。この楽譜に示される通り、NC連続の Nには、他の音節同様、1音符
が付与されている。この事実は NC連続の Nが 1音節を成し、したがって、Nと Cの間に音節境
界があることを示唆する。

図 1 ジンポー語讃美歌集の一節

4 まとめ

本稿では、ジンポー語の語頭に現れる鼻音と後続子音 (NC 連続) の間に音節境界があるか
(heterosyllabic) ないか (tautosyllabic) を検討し、前者の立場を支持する (15) の証拠を提示した。
これらの事実は NC連続の Nがそれ自体で 1音節を成し、したがって、Nと Cの間に音節境界が
あることを示す。本稿で提示した基準は他の言語の NC連続にも適用できる可能性がある。

(15) NC連続に音節境界があることを示す証拠
a. 直感。母語話者は [mbo]のような語を 2つの単位としてカウントする。
b. 聞こえ度。NC連続には聞こえ度配列一般化に違反するものが多数見られる。
c. 声調。Nと後続母音の声調は異なりうる。
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d. 接辞。単音節語幹を標的とする接辞は NC連続を持つ語幹に付加できない。
e. 重複。末尾音節を左から右へとコピーする重複において、Nはコピーされない。
f. 作曲。Nは他の音節同様、作曲において 1音符が与えられる。
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